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数量化プログラムの使い方と応用例 

 
 共通数量化は、機械学習におけるカテゴリ変数の前処理になっているが、カテゴリの数値
化においてデータの分布が反映されている。本書第８章における共通数量化プログラム使
用による分析例を分析の各ステップに分けて説明する。 
 
ステップ１（フォルダ：Quantification） 
 フォルダ Quantification ファイル DataPsy.csv は以下のようになっている。 

 
上のデータは、拙著表 8.2.１を入力したものである。このデータに対してプログラム
Main.py を実行して、上記のファイルを入力ファイルとする 

 
CSV 形式のファイルを、次のステップ２での入力ファイルとする。名前は拡張子として.csv
を付けて適当に設定する 
 
 
ステップ２（フォルダ：PCA） 
 ステップ１で作成したファイル temp.csv を Excel で開くと以下のようになっている。 
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このファイルをフォルダ PCA にファイル名 DataPCA.csv として保存する。フォルダ PCA
のファイル MainPrg.py を実行する。下図のようにファイル名などを設定する。 

 

 
xdim = 1 
ydim = 2 
と設定すると、下図のマップが表示される。主成分分析プログラムの使い方は拙著第７章
「主成分分析」を参照されたい。 
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拙著図 8.2.４と比べると左右逆になっているが、これは固有値ベクトルが正負逆のものがと
れるからである。拙著を用意していた時のライブラリと現在のライブラリとでバージョン
が異なることによる。いずれも正しい解である。 
 上の布置から、Q2-1 と Q6、Q4-0 と Q6 の関係を調べる（拙著解説参照）。そのための
入力ファイルをフォルダ SimpleRegression に作成する。 
 
 
ステップ３（フォルダ：SimpleRegression） 
 ステップ１での出力ファイル temp.csv を開く。 
変数 Q6 と Q2-1 を下図のように選び、フォルダ SimpleRegression にファイル名 Q6Q21.csv
として保存する。 
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上のファイルを入力データとして、フォルダ SimpleRegression のプログラム Main.py を実
行する。 

 
 
上図のように入力ファイルなどを設定すると下図の回帰直線が描かれる。 
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 次に、ステップ１での出力ファイル temp.csv を開き、変数 Q6 と Q4-0 を下図のように
選び、フォルダ SimpleRegression にファイル名 Q6Q40.csv として保存する。 

 

 
上のファイルを入力データとして、フォルダ SimpleRegression のプログラム Main.py を実
行する。 
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上図の設定を行うと、下図の回帰曲線が描かれる。 
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ステップ４（フォルダ：CrossTable） 
 カテゴリ変数 Q1 と Q2 の関係を見る。変数 Q1 と Q2 を選ぶ理由については、本書の説
明を参照されたい。 

まず、ステップ１におけるフォルダ Quantification のデータファイル DataPsy.csv から下
図のファイルを作成して、ファイル名 DataQ1Q2.csv としてフォルダ CrossTable に保存す
る。 

 
 
上のデータを入力ファイルとしてフォルダ CrossTable のプログラム CrossTable.py を実行
すると以下のようになる。 

 
 
 
 


